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県内住民のA群溶連菌に対する T凝集

素保有状況について（第 4報）
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I.はじめに

狸紅熱が，本県では全国に比較して多発していること

から，我々は昭和47年度からこの多発要因を解明するた

めにA群溶辿菌の疫学的及び免疫学的凋壺1)~12屹行なっ

てきたが，本報では昭和51~54年度の 4ケ年に亘って調

査した県内住民のA群溶連菌T凝集素保有状況について

概要報告する．

II.材料と方法

A.被検血清

被検血清は昭和51年度から昭和54年度にかけて県内住

民469名（本荘市住民77名，秋田市住民130名，湯沢巾

住民132名，大館市住民130名）から採取したもので被

検時までー20℃に保存した．

B. A群溶連菌T凝集素価測定方法

A群溶連菌に対するT凝集素価の測定方法は，我々の

マイクロタイター法2)3) 7)で行なった．
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A.年令別A群溶連菌T凝集素保有状況

県内住民469名の年令別A群溶連菌T凝集素保有状況

は図 1．に示す如くであった．すなわち， 0 ~ 1オ群では
7％の低保有率であったが， 2~3オ群から保有率が上

昇し始め， 2~3オ群では21忽幼稚園などの集団生活

を始める 4~6オ群では33％上昇した54％の保有率，さ

らに小学校低学年の7~9オ群においては30％上昇した

84％のT凝集索保有率であった．また，小学校高学年（

10~12オ群）及び中学生 (13~15オ群）では，保有率の

上昇はほとんどみられなかったものの， 86％及び85形の

高いT凝集素保有率を示した．これ以降の年令群では，

T凝集素保有率が70％台に減少していた．また，一方，

年令別に保有T凝集索の幾何平均凝集索価と検出された

T凝集素の種類数をみてみると図2．の如くであった．す

なわち， 0~1オ群では30倍の幾何平均凝集素価であっ

たが，これ以降16~19オ群までは加分と共に幾何平均凝
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図3. T型月IJT凝集素保付状祝
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図4. T型別保有T凝集素の幾何平均凝集素価

集来価か高くなり， 16~19．オ群で84倍のヒークじ辻した．

20オ以上の年令群では，幾何平均凝集素価は43倍と低く

なっていに．主た，検出されたT凝井図素の柾類数は， 0 

~1オ群では4, 2~3オ群では12, 4~6オ群及び7

~9オ孔予ては16, 10~]2オ闊ては19,13~lfiオ群では17,

16~19オ群でい19, 及び幾何平均凝集素価の低くなって

いた20才以上の年令群では最も多

い20禰類のT凝集素力ゞ検出された．

B. T型別凝集素保有状況

図3は，それぞれの型別毎にT

凝集素の保有率を図示したもので

ある．すなわち，最も高率iこ検出

されたT凝集素はT12型 (36%)

であり，次いでT4型 (26%),

44型 (23%),14型 (22形）とい

った順序であった．また，凝集素

の検出されなかったT型はImp19

の1柾類のみであった．このよう

に検出されたT凝集素の幾何平均

凝集素価を図示すると図41こ示す

如くであっち最も高い幾何平均

凝集索価はTl2型の 161倍であり，

次しヽ でT13型 (115倍）， Tl型

(93侶）， T5型（76倍）といっ

たn1且序であり，上述のT四別凝集

素保有状況とは若干異なる成績か

得られた．

C.地域別に見た年令別T凝

集素｛呆有状況

図 1．を血清を採取した地域別に

細分してみてみると図5.1ご示す如

くであった．最も高率のT凝集素

保有状品をホした地域は県北の人

館市であった．すなわち， O~ 1 

才群て：ま 5冗の低保有率てあった

が， 2~3オ群から急上昇し， 2 

~3オ群で45%, 1¥~6オ群で90

忽 7~9オ群でヒ°ークの 100% 

のTI疑集素保有率1こ達し，また，

これ以降の年令群でも90~100免

の高保有率であった．―方，最も

低し丁凝集素保有伏況の本荘市＇ざ

は， 0~3オ群で10形の保有率で，

4~6オ群から除；バこ保有率か上

昇し， 4~6オ群で20%, 7~9 

才群て50笈 10~12オ群て70%の

ピークに達し，これ以降の年令群

では保育率か咸少していにまた図6．ば，図 2を地域

別に細分して図示したものである．すなわち，本荘市で

け， 30倍前後U)低い唆何平均凝集素価を示したの｛こ文寸し，

秋田市，湯沢市，大館市では図 2．とほぼ同様の傾向を示

した．
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図5. 地域別，年令別T凝集素保有状況
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図6．地域別，年令別保有T凝集素の幾何平均凝集素価

20 Av 

D.地域別にみたT型別凝集

素保有状況

図3．を地域別にみてみたのが図

7．であるが，地域により検出され

たT凝集素の種類及び種類数も異

なっていた．すなわち，検出され

たT凝集素の順位をみてみると，

大館市では， T12型， 4型， 1型，

湯沢市では， T12型， 28型， 44型，

秋田市では， T12型， 14型， 1型，

本荘市では， T4型， 12型， 1型

といった順序であった．また，検

出されたT凝集素の種類数も児な

り，最も多い大館市ては20柾類，

最も少ない本荘市では 9柾類のT

凝集素が検出された．
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我々は昭和47年度から狸紅熱の多発要因を解析するた

めに，細菌学的，血清学的調査1)~12)を行い，多くの成績

を報告してきた．その多く昌T凝几本を指標とする血清

疫学調査とその有用性に閏するものであっtl:)3)7)~11）．こ

のようなことから，県内什民から採取した血清を用い，

今日の調査を実施した．得られた成粕は，集団生活を開

始する 4~6オ群と小学校低学il：の 7~9オ群でA群溶

連菌の感染頻度が高率になることなどを示し，これまで

のものとほぼ同様の傾向を示すものであったが，今回初

めて試みてみた各年令の幾何半均凝其糸価の測定は更に

新しい帖恨を提供してくれた．すなわち，幾何平均凝集

索価は，成人を除いて，すべて1Jll令と共に1：昇したこと

から，上述の年令別T凝集索保有率のポす帖報を裏打し，

かつ，獲褐T凝集素はかなりK期聞にわたって維持産生
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されるものであることを示してくれたからである．とも

あれ，初感染期の幼児期から青年期にかけて， A群溶連

菌の感染頻度も感染する菌型の種類も上昇または増加す

ることが再確認されたのである．また，図5．と 4．に示し

たように，同じA群溶連菌であっても，菌型によって抗

体産生レスポンスに差のあること 7)も改めて確認された

といってよいと考えられる．

一方，地域別にT凝集素の保有状況をみた時，かなり

の相迩が観察され，なかんずく， 10年前より 120-4の

狸紅熱罹患率13)を示してきた大館市の高率なT凝集素の

保有は，この狸紅熱多発流行を反映したものであろう．し

かし，本荘市は，狸紅熱多発地区の西目町4)に隣接し，

しかも，本荘市自身ここ10年間，県内で最も高い 290140 

という狸紅熱罹患率13）を示してきたにもかがわらす， T

凝集素の保有状況は4地区の中で最も低率であった．そ

の理由は現在の段階では明確でないが，その 1つの可能

性として，発症（握紅熱に限らず）時に，早期に抗菌療

法を受ける頻度か高いのかもしれない， ということが考

えられる． T凝集素産生は早期の抗菌療法によって低下

するからである7).また，昭和50年度の狸紅熱旅行時に

多発施設小児を対象にして行なったT凝集桑保有凋査（

T 4, 5, 12, 22型のみ） 5）では， 4種類という測定数

にもかかわらず， 4~6オ群で68名， 7~9オ群て79%,

10~12オ群で83％という比較的高い保有率を示し，今回

の成鮎をより」廻わっていた．その成因については明ら

かでないが，今後解析を行なって明らかにしてしきたい．

このように， T凝集素を指標とした血清疫学により，

本県におけるA群溶連蘭の侵襲（摩俗かなり明確にfよって

きた．しかし，本県における狸紅熱及び溶連菌感染症（

発疹を(1'うもの）を，秋田県感染征患者恰報からみると，

昭和53年4月～昭和55年3月までの 2年間に2,132名も発

生しており， しかも， リウマチ熱と急性督炎のじわゆる

A群溶辿菌の屈染または出感染を継起とするとみられる

続発疾患が139名（狸紅熱及び溶連菌感染症患者数に対し

て6.5知）発Iートしている‘j.i実は，我々 の晶査をふ式えた

根本的，積極的な予防対策の具現化の必要性を迫ってい

ることを示しているものと考えられる．

v.結論

昭和51~54年度，県内住民469名から採取した血清を用

いて， T凝集索を指標としたA詞容連菌の血清皮学凋査

を行ない，以下の如き成績を得た．

1. A群溶辿菌のT雌集索保有糸を年令月1jiこるると，

4~6オ群で33％上昇し， 54%, 7~9オ群で30彩上昇

し， 84彩の保有率であったことから， A群溶連菌の主た

る感染は集団生I』を開始する 4~6オ群及び小学校低学

年の 7~9オ群で起ることが示された．

2. 保有するT凝集素をT型月1j毎にみると， T12型が

最も多く，次いでT4, 44, 14型の順序であった．

3. 県内においても， A群溶連菌に感染する年令，保

有T凝集素の種類及び保有率が異なることから， A群溶

連菌の侵襲に地域性があることを再確惣した．

4. このように， T凝集素を指標とした血清疫学調査

により A群溶連菌の疫学像をかなり明確にすることがで

きた．
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